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からの各運動量の r鉱が リJを,励起部分の有効温度 T(E)として定義する.
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図 1:励起している振り子の数Ⅳ(β)(黒うぐ
印).有効温度T(E)(i)(灰点線),有効臨
界温度Tc(E)(黒破線)の時系列の典型例 (1
Sample).N=64,N(B)=32,T-0.01,
N(K)=32,P(K)=0.6.scalingの関係上,
N(E)につれてTc(E)も変化する.
Tc(E)
くT(∈)(I)>
図 2:励起部分の振り子が Ⅳ(〟)個から一
つ減るまでの時間 γと,有効温度の時間平
均との関係.N-32,T=0.01,N(B)=16,
N(K)-16,P(K)-0.8.ここではT(E)を色々
な億に出来るだけ制御してkickした.2886
samplesを重ね書き.黒×は各sample,灰色
はその平均と分散.㌫ (β)は有効臆界温度.
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